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（
一

）
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源
平
闘
諍
録
全
釈
　

（
七―

巻
一
上
⑦
（
一
一
ウ
6
～
一
三
オ
4
））

【
原
文
】

有
二

御
娘
八―

人
一

其
モ

取―

々
ニ

幸
玉
ヘ
リ

一
ハ

桜―

町
ノ

中
納
言
成―

範
卿

ノ

北―

ノ

方
ニ
テ

御―

座
シ
カ

後
ニ
ハ

花
山
院

ノ

左
大
臣
兼―

雅
公
御―

台
盤―

所
ニ
テ

有
二ル

カ

御―

子―

数
一

何
ナ
ル

者
所1

―

ナ
リ

為
ケ
ン

書―

二

付
花
山
院
殿
四―

足
門
一ニ

　

（

）
花
山
高
梢
思
海
子
共
布―

留
免
飛
路
雨

ハ

登

一
人

ハ

立
后
一

給
テ

有
二テ

王
子
御
誕―

生
一

皇
子
立
二

大
子
一ニ

備
玉
シ
カ
ハ

万―

乗
ノ

位
一ニ

即
有
院
号
一

申
（
二
）

建
礼
門
院
一ト

天―

下
ノ

国―

母
ニ
テ

御―

座
ケ
ル

上
ハ

不
及
二

子―

細
一ニ

一―

人
ハ

六―

条
ノ

摂
政
〈
基

実
公
〉
北
政―

所
ニ
テ

御―

座
ケ
ル
カ

高
倉
院

ノ

御―

即―

位
ノ

御
時
御
母
代

ニ
テ

准
三―

公
被
二

下
宣―

旨
一ヲ

重―

人
ニ
テ

号
二ス

白
河
殿
一ト

ソ

四
者
冷
泉
大
納
言
隆―

房
卿
御―

前
テ

其
有
二ケ

リ

御
子―

数
一

五

者
近
衛
入
道
殿
下
〈
基
通
公
普
賢
寺
殿
〉
北

ノ

政―

所
六
者
相―

二

具
シ

七
条
修
理
大
夫
信―

隆
卿
一ニ

七
者
被
二レ

召
後
白
河
院
一ニ

如
二シ

女―

御
一

厳―

島
ノ

内―

侍
（
カ
）

腹
ト
ソ

聞
ヘ
シ

此―

外
有
二リ

九

条
院

ノ

雑―

司
常―

葉
カ

腹
ニ

一―

人
（
一
）

号
二ス

御
台
盤
所
親
人
一ト

花―

山
院

ノ

左
大
臣
殿
御―

許
ニ

上―

﨟
女―

房
ニ
テ

申
二

廊
ノ

御―

方
一ト

ソ

【
釈
文
】

　

御
娘
八
人
有
り
。
其
れ
も
取と

り

々ど
り

に
幸
ひ
た
ま
へ
り
。
一
は
桜

さ
く
ら

町ま
ち

の
中
納
言
成し

げ

範の
り

卿
の
北
の
方
に
て
御
座
し
し
が
、
後
に
は
花
山
院
の
左
大
臣
兼
雅
公
の
御み

台だ
い

盤ば
ん

所ど
こ
ろに

て
、

御
子
数

あ
ま
た

有
り
け
る
が
、
何い

か

な
る
者
の

1

所し

わ

ざ為
な
り
け
ん
、
花
山
院
殿
の
四よ

つ

足あ
し

門も
ん

に
書
き
付
け
た
り
。

　

（

）
花
の
山
高
き
梢
と
思
ひ
し
に
　

海あ
ま

の
子
共
か
布ふ

留る

免め

ひ
ろ
う
は
と

　

一
人
は
后
に
立
ち
給
ひ
て
、
王
子
御
誕
生
有
り
て
、
皇
子
太
（
大
）
子
に
立
ち
た
ま
ひ
、
万ば

ん

乗じ
よ
うの

位
に
備
は
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
即
ち
院
号
有
り
て
建
礼
門
院
と
申
す
。

天
下
の
国
母
に
て
御
座
し
け
る
上
は
子
細
に
及
ば
ず
。
一
人
は
六
条
の
摂
政
〈
基
実
公
〉
の
北
の
政ま

ん

所ど
こ
ろに

て
御
座
し
け
る
が
、
高
倉
院
の
御
即
位
の
御
時
に
、
御
母
代
に

て
、
准じ

ゆ

三さ
ん

公ご
う

の
宣
旨
を
下
さ
れ
、
重
き
人
に
て
、
白
河
殿
と
ぞ
号
す
。
四
は
冷
泉
の
大
納
言
隆
房
卿
の
御
前
に
て
、
其
れ
も
御
子
数

あ
ま
た

有
り
け
り
。
五
は
近
衛
の
入
道
殿
下

〈
基
通
公
、
普
賢
寺
殿
〉
の
北
の
政
所
。
六
は
七
条
の
修
理
大
夫
信
隆
卿
に
相
ひ
具
し
け
り
。
七
は
後
白
河
院
に
召
さ
れ
女
御
の
ご
と
し
。
厳
島
の
内
侍
が
腹
と
ぞ
聞
こ
え

（
へ
）
し
。
此
の
外
、
九
条
院
の
雑ざ

ふ

司し

常と
き

葉は

が
腹
に
一
人
有
り
。
御
台
盤
所
に
親
し
き
人
と
号
す
。
花
山
院
の
左
大
臣
殿
の
御
許も

と

に
、
上
﨟
女
房
に
て
、
廊
の
御
方
と
ぞ
申
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早
　

川
　

厚
　

一
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（
二

）

【
注
解
】
〇
御
娘
八
人
有
り
　

清
盛
の
八
人
の
娘
達
の
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
記
す

点
、〈
四
・
延
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
。〈
長
〉
は
、
坊
門
大
納
言
有
房
を

加
え
て「
九
人
」。
　

〇
桜
町
の
中
納
言
成
範
卿
の
北
の
方
　

こ
の
清
盛
の
娘
は
、

『
古
系
図
集
』や『
顕
広
王
記
』安
元
二
年（
一
一
七
六
）九
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、

時
子
腹
の
長
女
と
考
え
ら
れ
、
生
年
は
、
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
と
な
る
（
佐
々

木
紀
一
、九
六
頁
）。
故
に
、
平
治
の
乱
の
時
に
は
、
清
盛
の
娘
は
十
歳
、
成
範
は

二
十
五
歳
。〈
延
・
屋
・
覚
〉
に
よ
れ
ば
、
清
盛
の
娘
は
八
歳
の
時
に
成
範
と
婚

約
し
た
が
、
平
治
の
乱
に
よ
り
破
談
に
な
っ
た
と
す
る
。
　

〇
花
山
院
の
左
大
臣

兼
雅
公
の
御
台
盤
所
に
て
　

清
盛
の
娘
と
兼
雅
が
結
婚
し
た
の
は
、『
顕
広
王
記
』

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
十
四
日
条
の
裏
書
に
、「
三
位
中
将
兼
雅
〈
聟
〉」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
清
盛
の
娘
は

十
八
歳
、
兼
雅
は
二
十
歳
。〈
盛
全
釈
〉（
五―

四
頁
）
参
照
。
花
山
院
家
が
平
氏

と
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
、
父
の
忠
雅
が
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）

四
月
に
太
政
大
臣
と
し
て
は
異
例
の
建
春
門
院
別
当
に
補
さ
れ
た
こ
と
と
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
建
春
門
院
と
の
関
係
か
ら
、
兼
雅
は
清
盛
の
女
婿
と
な
り
、
治

承
二
年
（
一
一
七
八
）
七
月
忠
親
は
中
宮
（
徳
子
）
権
大
夫
に
、
同
年
十
二
月
兼

雅
は
東
宮
（
後
の
安
徳
天
皇
）
権
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
、
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）

十
一
月
に
は
二
人
と
も
建
礼
門
院
別
当
と
な
り
、
平
氏
体
制
の
一
員
と
し
て
組
み

込
ま
れ
て
い
っ
た
（
菊
池
紳
一
、
七
八
頁
）。
　

〇
御
子
数
有
り
け
る
が
　

〈
四
・

延
・
長
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
。〈
尊
卑
〉〈
補
任
〉
に
よ
れ
ば
、
兼
雅
と
清
盛

の
娘
と
の
間
の
子
と
し
て
、
忠
経
と
家
経
が
確
認
で
き
る
が
（〈
延
全
注
釈
〉
巻
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し
け
る
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
所
為
」
の
訓
「
し
わ
ざ
」
は
、
底
本
に
付
さ
れ
た
訓
符
に
よ
っ
た
。
但
し
、
付
訓
の
「
ナ
リ
」
の
位
置
が
お
か
し
い
が
、
誤
り
と
見
た
。
訓
符
が
付

さ
れ
た
「
所
為
」
の
例
と
し
て
は
、
他
に
巻
一
上
に
「
何
無
安
度
一

者
所
為
可
哽

ヲ
カ
シ

一

」（
何い

か

な
る
安あ

度と

無な

し
者
の
所し

わ

ざ為
な
る
ら
ん
と
、
哽を

か

し
か
り
け
り
）（
一
八
オ
）
が
あ
る
。

一―

一
八
一
頁
）、
他
は
不
明
。〈
延
・
長
〉が
、「
万
ヅ
引
替
テ
目
出
カ
リ
ケ
リ
」

（〈
延
〉
巻
一―

二
八
ウ
～
二
九
オ
）
と
記
す
よ
う
に
、
子
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い

う
こ
と
は
め
で
た
い
こ
と
と
さ
れ
る
。

　

〇
花
山
院
殿
の
四
足
門
　

花
山
院
第
は
、

後
冷
泉
天
皇
の
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
に
師
実
が
新
造
し
て
以
来
、
平
家
時
代

の
末
葉
に
至
る
ま
で
、
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
現
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
花
山

院
第
の
正
門
は
東
洞
院
大
路
に
面
し
た
西
門
だ
が
、
四
足
門
は
、
そ
の
西
門
（『
山

槐
記
』
治
承
三
年
四
月
二
十
一
日
条
）
と
、北
の
近
衛
大
路
に
面
し
た
北
門
（『
兵

範
記
』
仁
安
元
年
八
月
四
日
条
）
と
に
あ
っ
た
（
太
田
静
六
、
五
六
二
～
五
七
三

頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
四
足
門
は
、
公
卿
の
場
合
は
大
臣
以
上
、
さ
ら
に
院
御
所
、

里
内
裏
、
中
宮
、
皇
后
、
皇
太
后
、
東
宮
の
御
所
の
門
に
使
わ
れ
た
（
川
本
重
雄

五
〇
頁
）。
な
お
、
落
首
を
四
足
の
門
に
書
い
た
と
す
る
の
が
〈
四
・
闘
・
長
〉。

〈
延
〉
は
、
四
足
の
扉
に
、〈
長
〉
は
、「
四
足
の
門
の
柱
に
、
札
を
書
て
打
た
り

け
り
」（
1―

三
三
頁
）
と
す
る
。
他
に
、〈
盛
〉「
何
者
ガ
所
為
ニ
テ
カ
有
ケ
ン
、

院
御
所
法
住
寺
殿
ノ
四
足
ノ
門
ニ
、
札
ニ
書
テ
立
タ
リ
ケ
リ
」（
巻
三
十
三
「
木

曽
洛
中
狼
藉
」
5―

七
七
～
七
八
頁
）
の
例
も
あ
る
。〈
盛
全
釈
〉
三
の
注
解
「
札

ニ
書
テ
清
水
寺
ノ
大
門
ニ
立
テ
」（
一
九
～
二
〇
頁
）
参
照
。
　

〇
花
の
山
高
き

梢
と
思
ひ
し
に
…
　

同
じ
落
首
は
、
他
に
〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
中
〉
に
あ

る
。〈
屋
・
覚
〉
が
、
こ
の
落
首
を
欠
く
の
は
、
清
盛
の
八
人
の
女
子
の
栄
華
を

描
く
話
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
た
た
め
だ
ろ
う
。
な
お
、
落
首

の
三
・
四
・
五
句
に
小
異
が
あ
る
。
三
句
は
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉
「
キ
ヽ
シ

カ
ド
」（〈
延
〉
二
九
オ
）、〈
南
〉「
ミ
エ
シ
カ
ド
」（
二
一
頁
）、〈
中
〉「
き
こ
え



名古屋学院大学研究年報

（
三

）

― 44 ―

し
に
」（
一
六
頁
）。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、〈
闘
〉
は
、「
思
ひ
し
に
」
乃
至
は
「
思

ひ
し
が
」
と
読
め
る
が
、
和
歌
的
表
現
か
ら
す
れ
ば
前
者
で
あ
ろ
う
。
四
句
は
、

〈
四
・
延
〉「
ア
マ
ノ
子
共
カ
」（〈
延
〉）、〈
長
・
南
〉「
海
士
の
子
な
れ
や
」（〈
長
〉

三
三
頁
）、〈
盛
・
中
〉「
あ
ま
の
こ
か
と
よ
」（〈
中
〉）。〈
闘
〉
は
、〈
四
・
延
〉

に
倣
い
、「
海
の
子
共
か
」
と
訓
ん
だ
。
五
句
は
、〈
四
〉
が
「
ふ
る
め
ひ
ろ
ふ

か
」
と
す
る
以
外
は
、〈
延
・
長
・
盛
・
南
・
中
〉「
ふ
る
め
ひ
ろ
ふ
は
」。〈
四
〉

に
は
、「
か
」
が
重
出
し
、〈
闘
〉
の
訓
み
は
、
後
者
に
従
う
べ
き
だ
ろ
う
。
な

お
、
兼
雅
と
清
盛
の
娘
と
の
結
婚
は
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
十
四
日
以

前
の
こ
と
、
ま
た
、
兼
雅
の
母
の
出
家
は
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
月
十
六

日
（〈
四
評
釈
〉
一―

三
二
頁
）
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
歌
は
、
兼
雅
の
母
の
出
家

後
の
歌
と
解
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
下
の
句
の
意
は
、
兼
雅
は
、
や
は
り
尼
の

子
供
で
あ
っ
た
の
だ
な
あ
の
意
で
は
な
く
、
古
妻
（
古
海
藻
）
を
も
ら
う
な
ど
兼

雅
は
、
尼
（
海
女
）
の
子
な
の
か
と
揶
揄
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
特
に
出
家
後
で

あ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
　

〇
一
人
は
后
に
立
ち
給
ひ
て
…
　

高
倉
天
皇
の
后
徳

子
。
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
十
二
月
十
四
日
、
重
盛
の
子
、
後
白
河
院
の
子
と

し
て
、高
倉
天
皇
に
入
内
。
同
月
二
十
六
日
女
御
、翌
承
安
二
年
二
月
十
日
中
宮
。

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
十
一
月
十
二
日
皇
子
（
安
徳
天
皇
）
誕
生
、
十
二
月

十
五
日
立
太
子
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
二
月
二
十
一
日
践
祚
、
四
月
二
十
二

日
即
位
。
建
礼
門
院
の
院
号
宣
下
は
、
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
一
月
二
十
五

日
。
徳
子
を
時
子
腹
で
は
な
い
重
盛
の
子
と
し
て
入
内
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
平

家
一
族
の
分
裂
を
防
ぎ
、
重
盛
を
高
倉
の
王
権
と
結
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
（
金
永
一
六
一
頁
、
元
木
泰
雄
①
二
四
二
頁
）、
安
徳
天
皇

の
即
位
は
、
重
盛
を
平
家
嫡
流
の
座
か
ら
引
き
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
（
河
内
祥

輔
一
七
九
頁
）。
　

〇
一
人
は
六
条
の
摂
政
〈
基
実
公
〉
の
北
の
政
所
に
て
御
座

し
け
る
が
…
　

清
盛
の
娘
盛
子
と
基
実
と
の
結
婚
は
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）

四
月
十
日
の
こ
と
。
基
実
の
父
忠
通
の
死
去
は
、
同
年
の
二
月
十
九
日
の
こ
と
。

こ
の
時
、
盛
子
は
九
歳
。
関
白
基
実
は
、
二
十
二
歳
。『
愚
管
抄
』「
長
寛
二
年
四

月
十
日
関
白
〈
中
殿
〉
ヲ
バ
清
盛
オ
サ
ナ
キ
ム
ス
メ
ニ
ム
コ
ト
リ
申
テ
、
北
政

所
ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
」（
二
三
九
頁
）。
盛
子
と
基
実
の
結
婚
は
、
清
盛
が
摂
関
家
と

密
接
な
関
係
を
結
ぶ
契
機
と
な
っ
た
。
元
木
泰
雄
②
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
結
婚

を
実
現
さ
せ
た
立
役
者
は
、
清
盛
と
政
治
的
立
場
を
同
じ
く
し
、
忠
通
の
側
近

の
第
一
人
者
で
あ
り
、
忠
通
没
後
に
は
後
見
と
し
て
若
年
の
基
実
に
強
い
影
響

を
与
え
る
立
場
に
あ
っ
た
邦
綱
だ
ろ
う
と
言
う
。
邦
綱
に
は
、
忠
通
の
急
死
で
後

ろ
楯
を
失
っ
た
関
白
基
実
を
、
平
氏
の
権
威
で
補
強
し
よ
う
と
す
る
思
い
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
（
七
頁
）。
し
か
し
、
基
実
は
、
結
婚
か
ら
二
年
後
の

永
万
二
年
（
一
一
六
六
）
七
月
二
十
六
日
に
夭
逝
す
る
。
そ
の
結
果
盛
子
は
、
摂

関
家
領
以
下
の
膨
大
な
遺
跡
を
伝
領
す
る
こ
と
に
な
る
（
樋
口
健
太
郎
）。
さ
ら

に
、
盛
子
が
、
高
倉
天
皇
の
准
母
と
な
り
、
准
三
后
に
宣
下
さ
れ
た
の
は
、
仁
安

二
年
（
一
一
六
七
）
十
一
月
十
八
日
の
こ
と
（『
兵
範
記
』）。
こ
の
時
期
は
平
氏

と
後
白
河
院
の
関
係
は
ま
だ
良
好
で
、
両
者
の
一
体
化
を
強
化
す
る
方
策
と
し
て

盛
子
の
准
母
設
定
が
な
さ
れ
た
と
い
う
（
栗
山
圭
子
一
七
頁
）。
し
か
し
、
盛
子

は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
六
月
十
七
日
、
基
実
と
同
じ
二
十
四
歳
で
死
去
し

た
。
そ
の
結
果
、
摂
関
家
領
は
、
盛
子
と
養
子
関
係
に
あ
っ
た
高
倉
天
皇
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
後
白
河
院
は
高
倉
天
皇
よ
り
摂
関
家
領
を

没
収
す
る
。
そ
う
し
た
一
連
の
動
き
に
は
、
氏
長
者
基
房
か
ら
後
白
河
院
へ
の
働

き
か
け
も
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
治
承
三
年
七
月
二
十
九
日
に
は
重
盛
が
急
逝

し
た
。
す
る
と
後
白
河
院
は
、
重
盛
か
ら
受
け
継
い
だ
知
行
国
越
前
を
子
の
維
盛

か
ら
没
収
し
て
院
の
分
国
と
し
た
。
結
局
、
こ
の
後
、
盛
子
と
重
盛
の
遺
領
問
題
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（
四

）

は
、
清
盛
に
よ
る
後
白
河
院
政
停
止
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
（『
山
槐
記
』

治
承
三
年
十
一
月
十
四
日
条
）。
こ
う
し
た
問
題
を
、『
平
家
物
語
』
が
、
八
人
の

娘
達
の
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
記
す
本
記
事
で
扱
わ
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
治
承
三

年
の
ク
ー
デ
タ
ー
記
事
に
お
い
て
も
、
盛
子
の
遺
領
問
題
に
は
全
く
触
れ
ず
、
清

盛
が
、
重
盛
に
対
す
る
後
白
河
院
の
非
情
さ
に
憤
っ
た
た
め
だ
と
記
す
ば
か
り
で

あ
る
（
鈴
木
啓
子
五
四
～
五
五
頁
）。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
日
下
力
は
、「
重
盛

の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
父
の
姿
を
語
り
た
い
が
た
め
に
、
盛
子
の
死
を
用
意
周
到

に
抹
消
し
去
っ
た
」（
三
一
五
頁
）
と
考
え
る
。
　

〇
四
は
冷
泉
の
大
納
言
隆
房

卿
の
御
前
に
て
　

藤
原
隆
房
の
祖
父
は
家
成
。
家
成
と
平
忠
盛
は
、
左
馬
寮
で
も

正
・
権
の
馬
頭
と
し
て
職
務
を
と
も
に
し
て
い
た
し
（
高
橋
昌
明
一
七
二
頁
）、

忠
盛
の
後
妻
池
禅
尼
は
家
成
の
い
と
こ
で
、
忠
盛
・
家
成
共
に
鳥
羽
院
別
当
と
美

福
門
院
家
司
と
を
兼
ね
、
清
盛
が
左
兵
衛
佐
当
時
家
成
は
左
兵
衛
佐
権
佐
で
あ
っ

た
（
平
藤
幸
三
六
頁
）。
ま
た
、『
平
家
物
語
』
も
記
す
よ
う
に
、
清
盛
は
若
い
頃

家
成
邸
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
家
は
深
い
関
係
に
あ
っ

た
。
隆
房
の
父
隆
季
は
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
に
は
後
白
河
院
の
執
事
別
当

を
務
め
、
そ
れ
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
に
藤
原
成
範
に
交
代
す
る
ま

で
、
十
三
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
後
白
河
院
執
事
を
務
め
た
。
一
方
で
、
承
安
二

年（
一
一
七
二
）二
月
に
は
、
清
盛
女
徳
子
の
立
后
に
伴
っ
て
中
宮
大
夫
と
な
り
、

治
承
三
年（
一
一
七
九
）十
一
月
の
政
変
の
折
に
は
、大
宰
帥
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
清
盛
が
隆
季
の
能
力
を
高
く
評
価
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
（
平

藤
幸
三
七
～
三
八
頁
）。
家
格
の
上
昇
を
目
指
す
隆
季
は
、
後
白
河
院
と
も
清
盛

と
も
良
い
関
係
を
保
つ
べ
く
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
盛
の
女
と
の
結
婚
は
平

家
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
元
木
泰
雄
③
に
よ
れ
ば
、
重
盛
一
門
と

結
ぶ
異
母
弟
成
親
を
意
識
し
た
行
動
で
も
あ
っ
た
と
す
る
（
二
二
頁
）。
　

〇
其

れ
も
御
子
数
有
り
け
り
　

〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
〉
同
、〈
屋
・
覚
・
中
〉な
し
。

隆
房
と
清
盛
の
女
と
の
間
に
は
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
に
生
ま
れ
た
隆
衡
を

筆
頭
に
、隆
宗
、隆
重
が
確
認
で
き
る
。
　

〇
五
は
近
衛
の
入
道
殿
下
〈
基
通
公
、

普
賢
寺
殿
〉
の
北
の
政
所
　

基
通
の
生
没
年
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
～
天
福

元
年（
一
二
三
三
）。
清
盛
の
娘
完
子（
生
没
年
未
詳
。
時
子
腹
か
）と
の
結
婚
は
、

角
田
文
衛
に
よ
れ
ば
、「
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
四
月
、
基
通
が
十
一
歳
で
元

服
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」（
一
七
二
頁
）と
す
る
。
治
承
元
年（
一
一
七
七
）

六
月
九
日
、
男
子
を
出
産
し
た
（『
玉
葉
』
同
日
条
）。
清
盛
が
基
通
を
後
見
す
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
し
て
、
河
内
祥
輔
は
、『
玉
葉
』
治
承
三
年
六
月
十
八
日

条
に
見
る
清
盛
の
発
言
記
事
を
援
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
父
の
基
実
が

夭
死
し
た
上
基
通
は
幼
少
で
あ
り
、
さ
ら
に
生
母
は
信
頼
の
妹
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
基
通
を
摂
関
家
の
継
承
者
と
し
て
考
え
る
後
白
河
院
は
、
清
盛
に
基

通
の
後
見
役
を
託
し
た
と
す
る
。
こ
の
時
摂
政
・
氏
長
者
に
は
基
房
が
就
任
し
た

が
、
そ
の
前
提
に
は
、
基
房
に
は
摂
関
家
を
継
承
さ
せ
な
い
と
い
う
方
針
が
定

ま
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
に
足
る
力
量
を
持
つ
人
物

と
し
て
は
、
清
盛
を
措
い
て
ほ
か
に
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
（
一
一
六
～
一
一
七

頁
）。
　

〇
六
は
七
条
の
修
理
大
夫
信
隆
卿
に
相
ひ
具
し
け
り 

信
隆
の
生
没
年
、

大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
～
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）。
清
盛
が
娘
を
信
隆
の
妻

に
し
た
理
由
と
し
て
は
、
信
隆
が
家
成
の
妻
の
甥
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
（
角
田
文
衛
一
七
四
頁
）。〈
盛
全
釈
〉
五
の
注
解
「
七
條
修
理
大
夫
信

隆
卿
」（
三
五
～
三
六
頁
）参
照
。
　

〇
七
は
後
白
河
院
に
召
さ
れ
女
御
の
ご
と
し
。

厳
島
の
内
侍
が
腹
と
ぞ
聞
こ
え
し
　

清
盛
の
娘
と
後
白
河
院
と
の
結
婚
は
、
治
承

五
年
（
一
一
八
一
）
正
月
二
十
五
日
の
こ
と
。『
玉
葉
』
治
承
五
年
正
月
三
十
日

条
に
、「
去
廿
五
日
、
禅
門
小
女
〈
号
二

安
芸
御
子
姫
君
一

是
也
〉
納
二

法
皇
之
宮
一

、
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（
五

）

只
如
二

付
女
一

也
、
号
二

冷
泉
局
一

云
々
、
後
聞
、
名
号
未
レ

付
、
為
二

御
猶
子
之
儀
一

云
々
、
允
此
事
可
二

弾
指
一

」（『
玉
葉
』
正
月
三
十
日
条
）。〈
延
・
盛
・
南
〉
に
よ

れ
ば
、
こ
の
時「
十
八
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
但
し
、
巻
六
当
該
部
の
記
事（〈
延
〉

「
大
政
入
道
ノ
娘
院
ヘ
参
ラ
ス
ル
事
」
等
）
で
は
、〈
延
・
長
・
南
・
屋
・
中
〉
は

「
十
七
」
と
し
、〈
四
・
盛
・
覚
〉
は
「
十
八
」
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、
長
寛
二
年

（
一
一
六
四
）
か
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
の
生
と
な
る
。「
女
御
の
ご
と
し
」
と

す
る
点
、〈
四
・
延
・
長
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
。
但
し
『
玉
葉
』
に
見
る
よ

う
に
、
実
際
は
「
如
付
女
」「
御
猶
子
之
儀
」
と
し
か
見
ら
れ
な
い
程
度
の
婚
儀

で
あ
っ
た
の
だ
が
、「
女
御
の
ご
と
し
」
と
記
す
の
は
、
八
人
の
娘
達
の
幸
せ
な

結
婚
生
活
ぶ
り
を
記
そ
う
と
す
る
た
め
の
虚
構
だ
ろ
う
。〈
盛
全
釈
〉
五
の
注
解

「
更
衣
ノ
后
ニ
テ
ゾ
御
座
ケ
ル
」（
九
〇
～
九
一
頁
）、「
入
道
サ
シ
モ
ナ
キ
事
セ
ラ

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
太
田
静
六
『
寝
殿
造
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
七
・
2
）

＊
川
本
重
雄
『
絵
巻
物
史
料
の
社
会
生
活
史
的
総
合
研
究
』（
平
成
3
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
A
研
究
代
表
者
玉
井
哲
雄
）
研
究
成
果
報
告
書
一
九
九
二
・

3
）

＊
菊
池
紳
一
「
後
白
河
院
々
司
の
構
成
と
そ
の
動
向―

そ
の
一―

」（
学
習
院
史
学
一
四
、一
九
七
八
・
1
）

＊
金
永
「
平
時
子
論
」（
文
学
、
二
〇
〇
二
・
7
、
8
）

＊
日
下
力
「『
平
家
物
語
』
原
作
者
の
構
想
力―

物
語
世
界
へ
の
導
入
」（
国
文
学
研
究
一
〇
二
、
一
九
九
〇
・
10
。『
平
家
物
語
の
誕
生
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
一
・
4
再
録
。

引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
栗
山
圭
子
「
准
母
立
后
制
に
み
る
中
世
前
期
の
王
家
」（
日
本
史
研
究
四
六
五
、
二
〇
〇
一
・
5
）

＊
河
内
祥
輔
「
治
承
元
年
事
件
お
よ
び
治
承
三
年
政
変
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
七
・
6
）

＊
佐
々
木
紀
一
「
桓
武
平
氏
正
盛
流
系
図
補
輯
之
彦
栄
」（『
人
・
こ
と
ば
・
文
学
』（
菊
地
靖
彦
教
授
追
悼
論
集
）
鼎
書
房
二
〇
〇
二
・
11
）

＊
鈴
木
啓
子
「『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
高
倉
天
皇
像―

後
嵯
峨
朝
か
ら
の
回
路―

」（
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
四
八
、
二
〇
〇
五
・
3
）

＊
高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前―

伊
勢
平
氏
の
興
隆―

【
増
補
・
改
訂
版
】』（
文
理
閣
二
〇
〇
四
・
10
）
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レ
タ
リ
ト
申
合
ケ
リ
」（
九
一
頁
）
参
照
。
　

〇
此
の
外
、
九
条
院
の
雑
司
常
葉

が
腹
に
一
人
有
り
　

常
盤
は
義
朝
と
の
間
に
義
経
等
三
人
の
子
供
を
な
し
、
平
治

の
乱
後
清
盛
と
結
婚
し
、
清
盛
の
寵
を
失
っ
た
後
、
常
盤
は
大
蔵
卿
藤
原
長
成
の

後
妻
と
な
り
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
能
成
を
産
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

角
田
文
衛
は
、
廊
の
御
方
は
、
恐
ら
く
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
の
誕
生
か
と
す

る
（
一
七
七
頁
）。
な
お
、
八
人
の
娘
達
の
内
、
成
範
北
の
方
か
ら
基
通
の
北
の

政
所
ま
で
の
五
人
は
時
子
腹
で
、
年
齢
順
に
記
し
て
い
る
の
だ
ろ
う（〈
盛
全
釈
〉

五―

三
六
頁
）。
続
い
て
側
室
腹
の
娘
を
記
す
の
だ
ろ
う
が
、廊
の
御
方
の
み
、「
八

は
…
」
と
せ
ず
、「
此
の
外
」
と
す
る
の
は
、
母
の
常
盤
が
「
雑
司
」
と
い
う
下

級
身
分
の
者
だ
か
ら
だ
ろ
う
。〈
盛
全
釈
〉五
の
注
解「
上
﨟
女
房
ニ
テ
御
坐
ケ
リ
」

「
廊
ノ
御
方
」（
四
二
頁
）
参
照
。
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（
六

）

＊
角
田
文
衛
『
平
家
後
抄―

落
日
後
の
平
家―

』（
朝
日
新
聞
社
一
九
七
八
・
9
）

＊
樋
口
健
太
郎
「
平
安
末
期
に
お
け
る
摂
関
家
の
「
家
」
と
平
氏―

白
川
殿
盛
子
に
よ
る
「
家
」
の
伝
領
を
め
ぐ
っ
て―

」（
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
八
九
、
二
〇
〇
四
・
4
）

＊
平
藤
幸
「
藤
原
隆
季
像
の
考
察―

『
玉
葉
』
か
ら
の
照
射
を
軸
に―

」（
軍
記
と
語
り
物
三
九
、
二
〇
〇
三
・
3
）

＊
元
木
泰
雄
①
「
平
重
盛
論
」（『
平
安
京
と
そ
の
時
代
』
思
文
閣
出
版
二
〇
一
〇
・
1
）

＊
元
木
泰
雄
②
「
和
泉
守
藤
原
邦
綱
考
」（
泉
佐
野
市
史
研
究
三
、
一
九
九
七
・
3
）

＊
元
木
泰
雄
③
「
藤
原
成
親
と
平
氏
」（
立
命
館
文
学
六
〇
五
、
二
〇
〇
八
・
3
）

【
原
文
】

如
此
（
一
）

一―

門
繁―

昌
ス
ル

之
間
公―
卿
殿―

上
人

モ

祈
仏
（
一
）

言
テ
モ

神
（（
一ニ
））

以
清
盛
入
道
子
孫
一ヲ

取
聟

ニ（
一モ
）

成
婦

ニ（
一モ
）

欣
ケ
ル

然―

間
在
時
執―

政
基―

通
基―

実
父
子
共

ニ

致
追―

従
一ヲ

成
清―

盛
入
道
聟
一ニ

或―

人▽
一
二
ウ

悪
ン
テ

此
（ヲ
一
）（
〇
）〔（
立1

ケ
リ

）〕
簡
（ヲ
一
）

　

平
松

ニ

波
以
加
賀
利
多
類
若
藤
波
辺
倶
楚
加
津
羅

佐
毛
忍
多
留
哉

【
釈
文
】

　

此
く
の
ご
と
く
一
門
繁
昌
す
る
間
、
公
卿
・
殿
上
人
も
、
仏
に
祈
り
神
に
言

の
た
ま

ひ
て
も
、
清
盛
入
道
の
子
孫
を
以
て
聟
に
も
取
り
、
婦め

に
も
成
ら
ん
と
ぞ
欣ね

が

ひ
け
る
。
然
る

間
、
時
の
執
政
に
在
る
基
通
・
基
実
父
子
、
共
に
追つ

い

従し
よ
うを

致
し
て
、
清
盛
入
道
の
聟
に
成
る
。
或
る
人▽

一
二
ウ

、
此
れ
を
悪に

く

ん
で
簡ふ

だ

を
〔
立1

て
け
り
〕。

　

平
松
に
は
ひ
か
か
り
た
る
若
藤
は
　

へ
く
そ
か
づ
ら
に
さ
も
に
た
る
か
な

【
校
異
・
訓
読
】
1
朱
の
書
き
込
み
「
立
ケ
リ
」
あ
り
。

【
注
解
】
〇
此
く
の
ご
と
く
一
門
繁
昌
す
る
間
…
　

以
下
は
、〈
闘
〉
の
独
自
本
文
。

前
節
の
「
我
身
栄
華
」
記
事
を
受
け
、
公
卿
や
殿
上
人
等
は
、
平
家
の
栄
華
に
あ

や
か
ろ
う
と
、
清
盛
の
子
や
孫
の
聟
や
嫁
に
な
ろ
う
と
し
た
と
す
る
。
　

〇
婦
　

「
婦
　

ヨ
メ
、
メ
、
シ
タ
カ
フ
」（〈
名
義
抄
〉
仏
中
二
二
）。「
婦め

に
も
」
と
訓
ん

で
良
か
ろ
う
。
　

〇
時
の
執
政
に
在
る
基
通
・
基
実
父
子
　

〈
全
注
闘
〉
は
、「
時

に
在
る
執
政
基
通
・
基
実
父
子
」（
上―

九
〇
頁
）
と
訓
む
。
掲
出
の
訓
で
は
、

執
政
職
に
あ
っ
た
基
実
は
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に
清
盛
の
娘
盛
子
と
結
婚

し
、
さ
ら
に
基
通
も
清
盛
の
娘
と
結
婚
し
（
嘉
応
二
年
〔
一
一
七
〇
〕
頃
か
）、

親
子
共
々
清
盛
の
婿
に
な
っ
た
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
基
通
が
関
白
と

― 41 ―

な
っ
た
の
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
の
政
変
時
。
な
お
、
親
子
の
順

に
記
せ
ば
、
基
実
・
基
通
の
順
に
な
る
が
、
こ
の
後
に
、
清
盛
に
追
従
し
て
聟
と

な
っ
た
基
通
を
揶
揄
す
る
歌
を
掲
げ
る
よ
う
に
、
話
題
の
主
の
基
通
を
先
に
記
す

の
だ
ろ
う
。
　

〇
簡
を
立
て
け
り
　

落
首
の
読
み
手
は
、
基
本
的
に
は
不
特
定
の

者
。
柱
や
門
の
辺
り
に
札
を
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。〈
盛
全
釈
〉
三
の
注
解
「
札

ニ
書
テ
清
水
寺
ノ
大
門
ニ
立
テ
」（
一
九
～
二
〇
頁
）
参
照
。
　

〇
平
松
に
は
ひ

か
か
り
た
る
若
藤
は
…
　

「
平
松
」
に
は
平
家
を
、「
若
藤
」
に
は
藤
原
基
通
を
喩

え
る
。「
平
松
」
と
し
た
の
は
、「
松
」
と
「
藤
」
と
「
か
か
る
」
と
の
関
係
か
ら
。

『
金
葉
和
歌
集
』「
む
ら
さ
き
の
い
ろ
の
ゆ
か
り
に
藤
の
花
か
ゝ
れ
る
松
も
む
つ
ま
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（
七

）

じ
き
か
な
」（
八
二
。
新
大
系
二
六
頁
）。
屁
屎
葛
は
、
つ
る
性
の
多
年
草
。
茎
や

葉
に
悪
臭
が
あ
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
だ
が
、
他
の
物
に
絡
み
な
が
ら
生
え
る
こ

【
原
文
】

日
本
秋
津
島

ハ

僅
ニ

六
十
六
ヶ
国
平
家
知―

行
ノ

国
ハ

三
十
余
箇
国
既

ニ

及
ヘ
リ

半―

国
一ニ

其―

上
庄―

薗
田―

畠
不
知
二

其―

ノ

数
一ヲ

綺―

羅
充―

満
シ
テ

堂―

上
如

シ

花
（
一
）

軒―

騎
郡―

集
門―

前
成

市
一ヲ

楊―

州
金
荊―

ノ

玉
呉―

郡
綾
羅
〔
蜀1

〕―

江
錦
善―

車
善―

馬
七―

珍
万―

宝
無
下

一
モ

所
（
レ
）

欠
上タ

ル

歌―

道
舞―

楽
ノ

基
ヒ

魚―

龍
雀―

馬
ノ

翫―

物
帝―

闕
モ

仙―

洞
モ

争
可

シ

過
此

ニ（
一ハ
）

目―

出
見

ヘ
シ

【
釈
文
】

　

日
本
秋
津
島
は
僅
か
に
六
十
六
ヶ
国
、
平
家
知
行
の
国
は
三
十
余
箇
国
、
既
に
半
国
に
及
べ
り
。
其
の
上
、
庄
園
（
薗
）
田で

ん

畠ば
く

其
の
数
を
知
ら
ず
。
綺
羅
充
満
し
て
堂
上

花
の
ご
と
し
。
軒
騎
群く

ん

（
郡
）
集じ

ゆ

し
て
門
前
市
を
成
す
。
楊
州
の
金
、
荊け

い

岫し
う

（

）
の
玉
、
呉ご

郡き
ん

の
綾
、
蜀1

（
羅
）
江
の
錦
、
善
車
善
馬
、
七
珍
万
宝
一
つ
も
欠
け
た
る
所

無
し
。
歌
道
舞
楽
の
基
ひ
、
魚ぎ

よ

龍
り
よ
う

雀
し
や
く

馬ば

の
翫
び
物
、
帝
闕
も
仙
洞
も
争

い
か
で

か
此
れ
に
は
過
ぐ
べ
し
と
、
目
出
た
く
ぞ
見
え
（
へ
）
し
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
欄
外
に
「
蜀
」。「
羅
江
」
の
「
羅
」
へ
の
注
記
と
み
な
し
た
。

― 40 ―

と
か
ら
喩
え
ら
れ
た
も
の
。『
万
葉
集
』「
皂
莢
に
延
ひ
お
ほ
と
れ
る
屎
葛
絶
ゆ
る

こ
と
な
く
宮
仕
へ
せ
む
」（
三
八
五
五
。
新
大
系
4―

五
二
頁
）。

【
注
解
】
〇
日
本
秋
津
島
は
僅
か
に
六
十
六
ヶ
国
…
　

以
下
、「
目
出
た
く
ぞ
見
え

し
」
ま
で
、
諸
本
ほ
ぼ
同
。〈
盛
全
釈
〉
五
の
注
解
「
抑
日
本
秋
津
島
ハ
、
僅
ニ

六
十
六
箇
国
」、「
知
行
ノ
国
」、「
三
十
余
箇
国
、
既
ニ
半
国
ニ
及
ベ
リ
」（
以
上

四
五
頁
）
参
照
。
　

〇
綺
羅
充
満
し
て
堂
上
花
の
ご
と
し
…
　

美
濃
部
重
克
は
、

「
綺
羅
充
満
し
て
堂
上
花
の
ご
と
し
。
軒
騎
群
集
し
て
門
前
市
を
成
す
」
の
四
字

句
と
、
こ
の
後
の
「
歌
道
舞
楽
の
基
ひ
、
魚
龍
雀
馬
の
翫
び
物
」
の
六
字
句
と
は

対
を
な
し
、
一
種
の
四
六
駢
儷
体
を
構
成
し
て
い
る
と
す
る
（
五
七
頁
）。
そ
し

て
、「
平
家
一
門
の
邸
は
女
性
達
の
花
や
か
な
姿
で
あ
ふ
れ
、
殿
舎
の
中
に
花
が

開
い
た
よ
う
。
訪
れ
る
貴
紳
の
車
馬
が
輻
輳
し
て
門
前
は
市
の
よ
う
な
賑
い
で
あ

る
。（
し
か
し
そ
の
栄
耀
も
亡
び
の
危
う
さ
を
秘
め
て
い
た
と
は
）」（
五
九
頁
）

の
意
と
解
す
る
。
　

〇
歌
道
舞
楽
の
基
ひ
、
魚
龍
雀
馬
の
翫
び
物
　

〈
四
・
闘
〉

「
歌
道
」
は
、「
歌
堂
」
が
正
し
い
。
歌
堂
舞
閣
は
歌
舞
を
す
る
大
き
な
建
物
、
魚

龍
雀
馬
は
贅
沢
な
遊
び
を
い
う
。『
文
選
』
巻
十
一
「
蕪
城
賦
」
の
「
若
二

夫
藻

黼
帳
、
歌
堂
舞
閣
之
基
、

淵
碧
樹
、
弋
林
釣
渚
之
館
、
呉
蔡
斉
秦
之
声
、
魚

龍
爵
馬
之
玩
一

。
皆
薫
歇
燼
滅
、光
沈
響
絶
」（「
あ
の
色
彩
を
凝
ら
し
た
と
び
ら
、

斧
形
の
縫
い
取
り
の
と
ば
り
、音
楽
舞
踊
の
堂
閣
な
ど
の
あ
っ
た
所
、玉
池
・
珠
樹
、

射
鳥
の
林
、
釣
魚
の
な
ぎ
さ
な
ど
の
あ
っ
た
宮
館
、
呉
・
蔡
・
斉
・
秦
の
音
楽
、

魚
・
龍
・
雀
・
馬
の
珍
玩
に
至
っ
て
は
、
み
な
香
の
よ
う
に
尽
き
、
燃
え
か
す
の

よ
う
に
な
く
な
り
、
光
の
よ
う
に
沈
み
、
響
き
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
」
全

釈
漢
文
大
系
文
章
編
二―

七
八
～
七
九
頁
）
に
よ
る
。
美
濃
部
重
克
は
、
こ
の

「
蕪
城
賦
」
を
引
く
こ
と
に
よ
り
、「
清
盛
の
王
法
を
軽
ん
ず
る
行
為
が
平
家
の
今

の
栄
花
を
や
が
て
覆
え
す
こ
と
に
な
る
、
危
う
し
危
う
し
と
い
っ
た
ほ
の
め
か
し

を
、
件
の
引
用
に
見
」（
五
九
頁
）
う
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。 

〇
帝
闕
も

仙
洞
も
争
か
此
れ
に
は
過
ぐ
べ
し
と
、
目
出
た
く
ぞ
見
え
し
　

当
該
句
の
「
争
か



源平闘諍録全釈　（七―巻一上⑦（一一ウ6 ～一三オ4））

（
八

）

此
れ
に
は
過
ぐ
べ
し
と
、
目
出
た
く
ぞ
見
え
し
」
は
、
次
段
の
冒
頭
の
結
び
の
一

節
「
何
な
る
末
の
世
に
も
何
事
か
有
ら
ん
と
ぞ
見
え
し
」
と
響
き
合
う
も
の
で
あ

ろ
う
。
恐
ら
く
は
、〈
延
・
長
・
南
〉
に
見
る
よ
う
に
、
傍
線
部
を
共
に
「
争
カ

是
ニ
ハ
過
ベ
キ
ト
、
目
出
ゾ
見
エ
シ
」（〈
延
〉
三
〇
ウ
）
と
「
何
ナ
ラ
ム
末
ノ
代

マ
デ
モ
何
事
カ
ア
ル
ベ
キ
ト
、
目
出
ゾ
見
エ
シ
」（〈
延
〉
三
一
オ
）
と
揃
え
、
一

見
華
や
か
に
盤
石
に
見
え
る
平
家
の
栄
華
も
危
う
い
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
を
予

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
美
濃
部
重
克
「『
平
家
物
語
』
序
章
考
」（
南
山
国
文
論
集
一
〇
、
一
九
八
六
・
3
）

【
原
文
】

抑
大
政
入
道
被

コ
ト
ハ

成
是カ

ク
（
一
）

偏
ニ

熊―

野
御
利―
生

ナ
リ

後
無
二ハ

悪
心
一

終
マ
テ
モ

応1
ト

栄
（
一
）

覚
タ
リ

其
故
者
先―

年
清
盛
従
伊
勢
路
一

被
ケ
ル
ニ

参
熊
野
一ヘ

大
ナ
ル

鱸
飛―

入
船―

中
一ニ

了
ヌ

先―

達
占

テ

此
ヲ（

一
）

申
ハ

吉―

事
ナ（

一リ
）ト

清―

盛
又
言

ケ
ル
ハ

昔
異―

国
ニ

周
ノ

先
公

ノ

船
ニ

飛―

二

入
白―

魚
如
思
（
一
）

登
二

高―

位
一ニ

此
人
可
為
二

吉―

例
一

左―

計
持
二

十―

戒
一ヲ

精―

進
潔―

斉
道

ナ
ル
ニ

至
二マ

テ

家―

子
郎

等
一ニ

皆
此

ヲ

令
養
（
一
）

寔
マ
コ
ト
ニ

為

▽
一
三
オ

吉―

事
（
一
）

故
ニ
ヤ

保
元
々
年
七
月
候

テ

御―

方
一ニ

被
遷
二サ

レ

幡
磨
守
一ニ

同
三
年
成

リ

大
宰
大
弐

ニ

平
治
元
年
十
二
月
熊
野
参
詣
之
時
還
二リ

切―

目
宿
一ヨ

リ

又
候
御―

方
一ニ

次
ノ

年
至

タ
ル

正
三
位
一ニ

其
後

ノ

望
ハ

従
三

龍
ノ

登
レ

雲
ニ

猶
ヲ

早
シ

官―
位
捧
録
越
二タ

リ

九―

代
ノ

孫
一ニ

【
釈
文
】

　

抑
そ
も
そ
も

太
（
大
）
政
入
道
の
是カ

く
成
ら
れ
け
る
こ
と
は
、
偏

ひ
と
へ

に
熊
野
の
御
利
生
な
り
。
後
に
悪
心
無
く
は
終は

て

ま
で
も
栄
ゆ
べ1

し
と
覚
え
た
り
。
其
の
故
は
、
先
年
、
清
盛
、

伊
勢
路
よ
り
熊
野
へ
参
ら
れ
け
る
に
、
大
き
な
る
鱸
船
中
に
飛
び
入
り
了を

は

ん
ぬ
。
先
達
此
れ
を
占
ひ
て
、「
吉
事
な
り
」
と
申
し
け
れ
ば
、
清
盛
又
言

の
た
ま

ひ
け
る
は
、「
昔
、

異
国
に
、
周
の
先
公
の
船
に
白は

く

魚ぎ
よ

飛
び
入
り
て
、
思
ひ
の
ご
と
く
に
高
位
に
登
り
た
ま
ひ
ぬ
。
此
の
人
を
吉
例
と
為す

べ
し
」
と
て
、
左さ

ば
か
り
十じ

つ

戒か
い

を
持た

も

ち
、
精
進
潔
斎

（
斉
）
の
道
な
る
に
、
家い

へ

子の
こ

・
郎
等
に
至
る
ま
で
皆
此
れ
を
養
は
し
む
。

　

寔
マ
コ
ト

に
吉

▽
一
三
オ

事
た
る
故
に
や
、
保
元
元
年
七
月
、
御
方
に
候
し
て
播
（
幡
）
磨
守
に
遷
さ
れ
、
同
じ
き
三
年
大
宰
大
弐
に
成
り
、
平
治
元
年
十
二
月
、
熊
野
参
詣
の
時
、
切き

り

目め

の
宿
よ
り
還
り
、
又
御
方
に
候
し
、
次
の
年
正
三
位
に
至い

タ

る
。
其
の
後
の
望
み
は
、
龍
の
雲
に
登
る
よ
り
も
猶な

ほ

早
し
。
官
位
俸
禄
（
捧
録
）
九
代
の
孫
に
越
え
た
り
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
応

ト

栄
（
一
）

」
の
「
応
」
の
訓
に
つ
い
て
は
、
注
解
「
後
に
悪
心
無
く
は
終
ま
で
も
栄
ゆ
べ
し
と
覚
え
た
り
」
参
照
。
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見
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
我
身
栄
華
」
の
段
と
は
、
平
家
の

栄
華
を
言
祝
ぐ
話
で
は
な
く
、
平
家
の
栄
華
へ
の
か
げ
り
を
早
く
も
予
見
す
る
話

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、〈
闘
〉
は
、
次
に
「
鱸
」
の
話
を
置
く
た
め
、
記
事

の
連
関
を
断
ち
切
り
、
む
し
ろ
当
該
句
の
「
目
出
た
く
ぞ
見
え
し
」
は
、「
鱸
」

説
話
と
の
関
係
か
ら
、
平
家
の
栄
華
を
言
祝
ぐ
記
事
か
の
よ
う
に
読
め
て
し
ま

う
。
次
節
・
次
段
の
注
解
参
照
。

【
注
解
】
〇
抑
太
政
入
道
の
是
く
成
ら
れ
け
る
こ
と
は
、
偏
に
熊
野
の
御
利
生
な

り
　

以
下
の
「
鱸
」
説
話
は
、
他
に
〈
延
・
長
・
覚
・
中
〉
に
あ
り
。
冒
頭
句
ほ
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ぼ
同
じ
。〈
延
〉「
相
国
ノ
カ
ク
繁
昌
ス
ル
事
、
偏
ヘ
ニ
熊
野
権
現
ノ
御
利
生
也
」

（
二
三
ウ
）。
但
し
、
本
話
の
挿
入
位
置
は
、〈
闘
〉
以
外
い
ず
れ
も
、
父
忠
盛
か

ら
跡
を
継
い
だ
清
盛
が
、
保
元
・
平
治
の
乱
等
の
勲
功
に
よ
り
昇
進
し
、
つ
い
に

は
太
政
大
臣
に
ま
で
な
っ
た
と
す
る
記
事
の
後
に
置
く
。章
段
名
で
記
せ
ば
、〈
延
〉

「
清
盛
繁
昌
之
事
」、〈
長
〉「
官
途
昇
進
事
」、〈
覚
〉「
鱸
」
等
。〈
闘
〉
で
は
、
清

盛
の
病
に
よ
る
出
家
入
道
記
事
（
九
ウ
）
の
前
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
本
話
は
、〈
延
・
長
・
覚
・
中
〉
に
見
る
よ
う
に
、
清
盛
の
驚
異
的
な

昇
進
記
事
の
後
を
受
け
、
そ
の
昇
進
が
熊
野
権
現
の
御
利
生
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、〈
闘
〉
で
は
、
前
節
に
見
る
よ
う
に
、
共
に
平
家

の
栄
華
へ
の
か
げ
り
を
早
く
も
予
見
す
る
記
事
の
間
に
挿
入
す
る
。
そ
の
点
か
ら

は
違
和
感
が
あ
る
が
、〈
闘
〉
編
者
は
、
両
記
事
の
話
末
「
帝
闕
も
仙
洞
も
争
か

此
れ
に
は
過
ぐ
べ
し
と
、
目
出
た
く
ぞ
見
え
し
」「
何
な
る
末
の
世
に
も
何
事
か

有
ら
ん
と
ぞ
見
え
し
」
を
、
と
も
に
平
家
の
栄
華
を
言
祝
ぐ
言
辞
と
し
て
理
解
し

た
た
め
に
、「
鱸
」
説
話
を
こ
こ
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、『
平

家
物
語
』
に
は
、
平
家
の
興
亡
・
源
氏
の
繁
栄
を
予
知
す
る
神
と
し
て
、
厳
島
明

神
・
八
幡
大
菩
薩
・
熊
野
権
現
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
神
々
の
中
で
、
い
ち
早
く

そ
れ
ら
を
予
知
す
る
神
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
熊
野
権
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事

実
を
指
摘
し
た
早
川
厚
一
①
は
、
熊
野
の
神
々
が
、
源
平
の
興
亡
に
一
貫
し
て
関

わ
り
、
さ
ら
に
鬼
界
島
流
人
譚
や
小
松
家
三
代
の
物
語
に
も
熊
野
が
関
わ
る
『
平

家
物
語
』
が
、
原
態
『
平
家
物
語
』
を
遡
る
段
階
に
お
い
て
、
熊
野
信
仰
圏
で
形

成
・
生
成
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
　

〇
後
に
悪
心
無
く
は
終
ま
で
も
栄
ゆ
べ

し
と
覚
え
た
り
　

「
応

ト

栄
（
一
）

」
は
、「
栄
ゆ
べ
し
」
と
訓
ん
だ
。〈
闘
〉
で
は
、「
応
」

の
字
は
、
例
え
ば
元
号
「
嘉
応
」
等
を
除
い
て
も
、「
応い

ら
ヘ

」（
巻
一
上―

一
五
オ

9
）、「
応や

が
テ

」（
巻
一
下―

三
一
ウ
6
）、「
応お

う

」（
感
動
詞
。
巻
八
上―

一
九
オ

1
、
二
七
ウ
5
）
と
訓
ま
れ
る
他
、
助
詞
や
助
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
も
、

次
表
に
見
る
よ
う
に
六
〇
例
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、「
ま
し
」
六
例
（
一
上―

一
五
オ
4
、
一
下―

二
六
オ
7
・
三
八
オ
8
、
五―

二
八
オ
9
、
八
上―

二
五

オ
3
、
八
下―

二
四
オ
10
）、「
べ
し
」
九
例
（
一
上―

一
二
ウ
7
、
一
下―

一
六
ウ
6
・
一
九
ウ
1
・
二
三
オ
3
・
三
五
ウ
5
、
八
上―

四
オ
8
、
八
下―

五
オ
7
・
二
〇
ウ
5
・
三
二
ウ
4
）、「
ら
ん
」
三
三
例
（
一
上―

一
五
オ
8
、

一
下―

一
三
ウ
1
・
一
五
オ
7
・
一
五
オ
8
・
一
六
オ
5
・
一
六
ウ
8
・
一
七

ウ
7
・
二
四
オ
9
・
二
五
オ
4
・
二
六
ウ
8
・
二
七
オ
10
・
二
九
ウ
2
・
二
九

ウ
4
・
三
一
オ
5
・
三
三
オ
7
・
三
三
ウ
10
・
三
六
オ
4
・
三
六
オ
5
・
三
六
オ

6
・
三
九
ウ
4
、
八
上―

三
ウ
1
・
一
三
ウ
8
・
一
六
オ
5
・
二
二
ウ
1
・
二
二

ウ
3
・
二
六
オ
4
・
二
六
オ
5
・
二
六
ウ
7
・
三
〇
オ
7
・
三
〇
オ
7
、
八
下―

六
ウ
6
・
九
オ
1
・
二
二

ウ
4
）、「
な
ん
」
六
例
（
一

上―

二
九
ウ
7
・
三
六
オ

10
、
八
上―

二
二
オ
5
・

三
一
オ
4
、
八
下―

二
二

ウ
7
・
二
七
オ
10
）、「
～

ば
」
三
例
（
一
下―

二
〇

オ
6
・
二
〇
オ
6
、
五―

二
八
オ
8
）、「
け
ん
」
二

例
（
一
下―

二
三
オ
2
・

二
九
オ
8
）、「
か
し
」
一

例（
一
下―

三
二
ウ
2
）。

巻
に
よ
っ
て
使
用
頻
度
に
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一
上

一
下

五

八
上

八
下

計

ま
し

1

2

1

1

1

6

べ
し

1

4

0

1

3

9

ら
ん

1

19

0

10

3

33

な
ん

2

0

0

2

2

6

～
ば

0

2

1

0

0

3

け
ん

0

2

0

0

0

2

か
し

0

1

0

0

0

1

計

6

29

2

14

9

60
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一
〇

）

か
な
り
の
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、今
後
の
課
題
で
あ
る
。な
お
、〈
闘
〉の「
後

に
悪
心
無
く
は
終
ま
で
も
栄
ゆ
べ
し
と
覚
え
た
り
」は
独
自
本
文
。『
平
家
物
語
』

で
は
、
平
家
の
栄
華
は
、
清
盛
（
平
家
）
の
善
行
悪
行
に
関
わ
り
な
く
、
初
め
か

ら
清
盛
一
代
限
り
に
与
え
ら
れ
た
栄
華
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、「
悪
行
あ
ら
ば
、

子
孫
ま
で
は
か
な
ふ
ま
じ
き
ぞ
」（〈
覚
〉
上―

一
五
三
頁
）
と
し
て
、
因
果
応
報

譚
と
し
て
新
た
に
構
想
し
直
し
た
の
が
語
り
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
早
川

厚
一
②
。
一
三
〇
～
一
三
一
頁
）。
そ
う
し
た
語
り
本
に
見
る
形
を
取
り
込
ん
だ

の
が
、〈
闘
〉で
あ
ろ
う
。
　

〇
先
年
、清
盛
　

熊
野
参
詣
の
時
期
に
つ
い
て
、〈
延
・

長
〉「
清
盛
当
初
靫
負
佐
タ
リ
シ
時
」（〈
延
〉二
三
ウ
）、〈
覚
・
中
〉「
古
へ
清
盛
公
、

い
ま
だ
安
芸
守
た
り
し
時
」（〈
覚
〉
上―
一
二
頁
）。
清
盛
の
靫
負
佐
の
頃
と
は
、

左
兵
衛
佐
と
な
っ
た
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
か
ら
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）

ま
で
の
時
、
ま
た
安
芸
守
の
時
と
は
、
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
か
ら
保
元
元

年
（
一
一
五
六
）
ま
で
の
こ
と
（
赤
松
俊
秀
三
八
二
頁
）。
五
味
文
彦
は
、
こ
の

話
の
背
景
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
父
忠
盛
が
熊
野
本
宮
の
造
営
を
果
た

し
、
そ
の
賞
に
よ
り
清
盛
が
肥
後
守
に
な
っ
た
頃
（
保
延
三
年
〔
一
一
三
七
〕）

ま
で
の
、
つ
ま
り
一
一
三
〇
年
代
の
こ
と
と
す
る
（
三
四
～
三
五
頁
）。〈
闘
〉
で

は
、「
鱸
」
説
話
の
後
に
、
保
元
・
平
治
の
乱
に
お
け
る
清
盛
の
昇
進
記
事
を
記

す
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
両
乱
か
ら
そ
れ
程
隔
た
ら
な
い
頃
を
想
定
す
る
か
と

考
え
ら
れ
る
。
　

〇
大
き
な
る
鱸
船
中
に
飛
び
入
り
了
ん
ぬ
　

こ
こ
で
鱸
を
登
場

さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
、
角
川
源
義
は
、
熊
野
神
人
と
し
て
鈴
木
氏
が
栄
え
て
い

た
か
ら
で
、
そ
の
鱸
が
船
に
飛
び
入
っ
た
と
言
う
こ
と
は
、
熊
野
神
人
が
平
家
に

味
方
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
（
五
四
三
頁
）。
ま
た
、
鈴
木
宗
朔
は
、

南
北
朝
期
書
写
の
『
熊
野
三
所
権
現
金
峯
山
金
剛
蔵
王
垂
跡
縁
起
并
大
峯
伝
記
』

に
、
五
尺
の
槫

ま
な
い
たの

上
で
三
尺
の
魚
を
調
理
し
て
供
え
、
残の

う
ら
い位

と
し
て
神
前
で
神
・

人
が
共
食
し
た
神
事
に
注
目
し
、「
鱸
」
の
文
学
的
形
象
は
、
こ
の
よ
う
な
熊
野

の
神
事
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
た
。
　

〇
先
達
此
れ
を
占
ひ
て
　

戸
田
芳
実
①

に
よ
れ
ば
、
熊
野
先
達
に
は
、
院
や
貴
族
の
熊
野
詣
に
随
行
し
先
導
す
る
上
級
先

達
と
、
民
間
で
活
動
す
る
中
下
級
先
達
が
い
て
、
熊
野
路
を
絶
え
ず
往
来
し
な
が

ら
、
勧
進
・
奉
加
・
僧
供
沙
汰
・
道
者
嚮
導
・
道
中
の
整
備
・
指
揮
・
統
制
な
ど

を
行
っ
た
。
ま
た
、
先
達
は
道
中
で
「
吉
相
」
が
あ
ら
わ
れ
た
時
、
そ
れ
を
教
示

す
る
役
も
つ
と
め
た
と
し
て
、『
中
右
記
』
の
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
一
月

二
日
条
を
紹
介
す
る
（
九
四
～
一
〇
二
頁
）。「
今
日
於
二

発
心
門
内
一

見
二

鹿
二
ケ

度
一

、
先
達
云
、『
此
道
見
レ

鹿
大
吉
相
也
、
就
レ

中
鹿
三
頭
也
、
三
所
権
現
定
知
レ

有
二

加
護
一

』」。
　

〇
周
の
先
公
の
船
に
白
魚
飛
び
入
り
て 

「
周
の
先
公
」、〈
延
〉

「
周
西セ

イ
ハ
ク
シ
ヤ
ウ

伯
留
」（
二
四
オ
）、〈
長
〉「
周
西
伯
昌
」（
1―

二
八
頁
）、〈
覚
・
中
〉「
周

の
武
王
」（
上―

一
二
頁
）。『
史
記
』
周
本
紀
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
、
中
世
に

流
行
し
た
幼
学
書
『
百
詠
』
の
注
釈
や
、
そ
れ
に
拠
っ
て
仮
名
書
き
さ
れ
た
翻
案

書
『
百
詠
和
歌
』
に
も
見
る
よ
う
に
、
周
の
創
始
者
武
王
の
逸
話
。〈
闘
〉
の
「
先

公
」（『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
亡
父
、先
君
」〔
1―

一
〇
〇
六
頁
〕
の
意
）

と
は
、〈
延
・
長
〉
と
同
様
に
、
武
王
の
父
「
西
伯
昌
」（
文
王
）
を
指
す
と
考
え

て
良
い
か
。
柳
瀬
喜
代
志
は
、「
白
魚
の
舟
に
入
る
」
と
い
う
逸
話
は
、『
百
詠
和

歌
』
に
「
白
魚
躍

ヲ
ト
リ

二

入
王

ノ

舟
一ニ

。
…
天
告ツ

ク
ル二

伐
レ

紂
之
意
一ヲ

也
云
々
」
と
あ
る
よ
う

に
、革
命
の
天
意
を
告
げ
る
瑞
祥
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
す
る
（
四
七
四
頁
）。

清
盛
の
栄
華
を
語
る
先
蹤
譚
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
黒
田
彰

は
、「
む
し
ろ
始
め
に
故
事
が
作
者
の
念
頭
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
発
想
さ
れ
た

説
話
」
と
す
る
（
二
三
六
頁
）。
な
お
、〈
闘
・
延
・
長
・
覚
〉
で
は
、
先
蹤
譚
を

指
摘
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
清
盛
。
た
だ
し
、「
思
ひ
の
ご
と
く
に
高
位
に
登
り

た
ま
ひ
ぬ
」
と
す
る
の
は
〈
闘
〉
の
み
。
　

〇
此
の
人
を
吉
例
と
為
べ
し
　

清
盛
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（
一
一

）

は
、
こ
う
言
っ
た
後
、
家
子
・
郎
等
に
鱸
を
食
べ
さ
せ
た
と
す
る
わ
け
だ
か
ら
、

先
に
そ
う
し
た
こ
と
を
記
す
記
事
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。〈
延
・
長
・

覚
・
中
〉
は
、
先
達
の
言
葉
と
し
て
、〈
延
〉「

ギ
養
給
ベ
シ
」（
二
四
オ
）、

〈
長
〉「
急
ぎ
食
給
べ
し
」（
1―

二
八
頁
）
と
記
す
が
、〈
闘
〉
は
「
吉
事
な
り
」

と
し
か
記
さ
な
い
か
ら
、
不
整
合
を
来
し
て
い
る
。〈
闘
〉
に
も
、
そ
う
し
た
先

達
の
言
葉
が
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　

〇
左
ば
か
り
十
戒
を
持
ち
、
精
進
潔
斎
の
道

な
る
に
　

〈
覚
・
中
〉
同
。〈
延
〉「
サ
バ
カ
リ
十
戒
ヲ
持
、
六
情
根
ヲ
懺
悔
シ
、

精
進
潔
斎
シ
タ
ル
道
ニ
テ
」（
二
四
オ
）、〈
長
〉「
さ
ば
か
り
の
六
根
情
の
つ
み
を

ざ
ん
げ
し
、
精
進
け
つ
さ
い
の
道
に
て
」（
1―

二
八
頁
）。『
為
房
卿
記
』
に
よ

れ
ば
、
熊
野
詣
を
始
め
る
に
際
し
て
は
、
陰
陽
博
士
の
送
る
「
熊
野
詣
勘
文
」
に

従
っ
て
精
進
始
を
開
始
す
る
。
そ
の
時
は
、
先
達
上
人
と
思
わ
れ
る
僧
が
清
め
の

祓
い
を
行
な
い
、
精
進
屋
に
注し

連め

を
引
き
、
魚
味
を
食
せ
ず
、
毎
日
み
そ
ぎ
祓
い

を
続
け
た（
戸
田
芳
実
②
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）。
　

〇
寔
に
吉
事
た
る
故
に
や
、

保
元
元
年
七
月
…
　

「
次
の
年
正
三
位
に
至
る
」
ま
で
、〈
延
〉
に
近
似
す
る
本
文

が
あ
る
以
外
、
他
本
に
は
な
い
。〈
延
〉「
サ
レ
バ
熊
野
ヨ
リ
下
向
後
、
打
ツ
ヾ
キ

悦
ノ
ミ
在
テ
、謗
ハ
一
モ
無
リ
ケ
リ
。
保
元
ニ
事
有
テ
、大
国
給
テ
大
弐
ニ
成
リ
、

平
治
ニ
熊
野
詣
シ
給
タ
リ
ケ
ル
道
ニ
事
出
来
テ
、
参
詣
ヲ
不
遂
一ゲ

、
道
ヨ
リ
下
向

シ
テ
、
合
戦
ヲ
致
シ
、
其
功
ニ
依
テ
、
親
子
兄
弟
大
国
ヲ
兼
ネ
、
兼
官
兼
職
ニ
任

ジ
ケ
ル
上
ヘ
、
三
品
階
級
ニ
至
マ
デ
」（
巻
一―

二
四
ウ
）。
た
だ
し
〈
延
〉
は
、

鱸
説
話
に
続
け
て
、
清
盛
三
十
七
歳
の
時
（
保
元
の
乱
の
二
年
前
一
一
五
四
年
）

の
話
と
し
て
「
口
開
け
」
説
話
（
二
月
十
三
日
の
夜
半
、
天
に
「
口
ア
ケ
」
と
の

声
を
聞
い
た
清
盛
が
口
を
開
け
る
と
、
鳥
の
子
の
よ
う
な
も
の
が
三
つ
喉
に
入
っ

た
。
こ
れ
こ
そ
武
士
の
精
で
、
そ
れ
以
来
、
清
盛
は
心
も
た
け
く
奢
り
始
め
た
と

す
る
）
を
挿
ん
だ
後
、
先
に
引
用
し
た
当
該
記
事
を
接
続
さ
せ
る
。
し
か
し
、
当

該
記
事
の
棒
線
部
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
は
、
そ
の
前
の
「
口
開
け
」
説
話

で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
前
の
「
鱸
」
説
話
を
受
け
る
。
棒
線
部
に
続
く
波
線
部

の
記
事
は
、「
鱸
」
説
話
が
一
一
三
〇
年
代
の
話
で
あ
り
、
続
く
保
元
・
平
治
の

乱
関
連
記
事
と
の
間
に
、
約
二
十
年
程
の
空
白
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
補
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
間
は
、「
悦
ノ
ミ
在
テ
、
謗
ハ
一
モ
無
リ
ケ
リ
」

と
い
う
よ
う
に
、「
口
開
け
」
説
話
に
記
さ
れ
る
「
武
士
の
精
」
を
飲
む
以
前
の

清
盛
像
の
描
写
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
よ
う
。
一
方
、〈
闘
〉
の
場
合
は
、「
鱸
」

説
話
の
後
、
保
元
・
平
治
の
乱
関
連
記
事
に
接
続
す
る
と
は
言
え
、「
鱸
」
説
話

で
は
、「
先
年
」
と
し
か
記
さ
れ
な
い
た
め
、
時
間
的
な
空
白
の
問
題
は
生
じ
て

い
な
い
。
　

〇
保
元
元
年
七
月
、
御
方
に
候
し
て
播
磨
守
に
遷
さ
れ
、
同
じ
き
三

年
大
宰
大
弐
に
成
り
　

〈
延
〉「
保
元
ニ
事
有
テ
、
大
国
給
テ
大
弐
ニ
成
リ
」（
二
四

ウ
）。〈
補
任
〉「
保
元
々
七
十
一
播
磨
守
（
元
安
芸
守
。
勲
功
。
卅
九
）。
保
元

三
八
十
任
二
太
宰
大
弐
一
」（
永
暦
元
年
の
項
。
1―

四
五
〇
頁
）。
　

〇
平
治
元

年
十
二
月
、
熊
野
参
詣
の
時
、
切
目
の
宿
よ
り
還
り
、
又
御
方
に
候
し
、
次
の
年

正
三
位
に
至
る
　

〈
延
〉「
平
治
ニ
熊
野
詣
シ
給
タ
リ
ケ
ル
道
ニ
事
出
来
テ
、
参
詣

ヲ
不
遂
一ゲ

、
道
ヨ
リ
下
向
シ
テ
、
合
戦
ヲ
致
シ
、
其
功
ニ
依
テ
、
…
三
品
階
級
ニ

至
マ
デ
」（
二
四
ウ
）。
平
治
元
年
十
二
月
九
日
、
藤
原
信
頼
・
源
義
朝
等
に
よ
っ

て
起
こ
さ
れ
た
平
治
の
乱
を
言
う
。『
平
治
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
折
、
熊
野

参
詣
途
上
で
切
目
の
宿
に
い
た
清
盛
に
、
早
馬
が
急
を
告
げ
た
と
す
る
（『
平
治

物
語
研
究
校
本
篇
』
三
六
八
行
）。
た
だ
し
、『
愚
管
抄
』
に
よ
れ
ば
、
切
目
の
宿

で
は
な
く
、「
二
タ
ガ
ハ
ノ
宿
」（
大
系
本
二
三
〇
頁
）。
京
に
戻
っ
た
清
盛
は
、

二
条
天
皇
の
六
波
羅
行
幸
に
成
功
し
、
朝
敵
と
な
っ
た
信
頼
等
を
討
っ
た
。
そ
の

功
績
に
よ
り
、
清
盛
は
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。〈
補
任
〉「
正
三
位
平
清
盛

〈
四
十
三
〉
六
月
廿
日
叙
（
二
階
。
元
正
四
下
。
太
宰
大
弐
如
元
。
行
幸
六
波
羅
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（
一
二

）

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
赤
松
俊
秀
「
平
清
盛
の
信
仰
に
つ
い
て
」（『
平
家
物
語
の
研
究
』
法
蔵
館
一
九
八
〇
・
1
）

＊
角
川
源
義
『
語
り
物
文
芸
の
発
生
』（
東
京
堂
出
版
一
九
七
五
・
10
）

＊
黒
田
彰
「
祗
園
精
舎
覚
書―

注
釈
、
唱
導
、
説
話
集
」（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
三
八
、
一
九
九
〇
・
2
。『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
・
続
』
和
泉
書
院

一
九
九
五
・
4
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
五
味
文
彦
『
平
清
盛
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
・
1
）

＊
鈴
木
宗
朔
「
平
家
物
語
巻
一
「
鱸
」
説
話
に
お
け
る
祝
言
性
に
つ
い
て―
切
目
王
子
の
ト
ポ
ス
を
め
ぐ
っ
て―

」（
く
ち
く
ま
の
六
四
、
一
九
八
五
・
11
）

＊
戸
田
芳
実
①
「
初
期
中
世
の
熊
野
路
」（
神
戸
大
学
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
、一
九
七
九
。『
歴
史
と
古
道
　

歩
い
て
学
ぶ
中
世
史
』
人
文
書
院
一
九
九
二
・
6
再
録
。

引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
戸
田
芳
実
②
「『
中
右
記
』
に
み
る
院
政
期
熊
野
詣―

熊
野
古
道
の
保
存
と
整
備
の
た
め
に―

」（
日
本
史
研
究
一
九
一
、
一
九
七
八
・
7
。『
歴
史
と
古
道
　

歩
い
て
学

ぶ
中
世
史
』
人
文
書
院
一
九
九
二
・
6
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
早
川
厚
一
①
「
平
家
物
語
と
熊
野―

原
態
平
家
物
語
を
遡
る―

」（『
平
家
物
語
を
読
む―

成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る―

』
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
）

＊
早
川
厚
一
②
「
平
家
物
語
の
成
立―

延
慶
本
の
集
結
部
か
ら―

」（
軍
記
と
語
り
物
三
五
、一
九
九
九
・
3
。
増
補
改
変
の
上
、『
平
家
物
語
を
読
む―

成
立
の
謎
を
さ
ぐ

る―

』
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）
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り
」
は
間
違
い
で
、「
九
代
の
先
蹤
を
越
え
た
り
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
龍
の
雲
に
昇
る
様
を
清
盛
の
昇
進

の
様
に
譬
え
る
の
が
〈
闘
〉、
子
孫
の
昇
進
の
様
に
譬
え
る
の
が
〈
延
・
盛
・
覚
・

中
〉、
②
清
盛
の
昇
進
は
、
九
代
の
先
蹤
を
越
え
た
と
す
る
の
が
〈
闘
・
延
・
盛
・

覚
・
中
〉（〈
長
〉
も
こ
ち
ら
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
）。
①
②
共
に
清
盛
に
関
わ

る
叙
述
と
す
る
の
は
〈
闘
〉
の
み
。
な
お
、「
九
代
の
先
蹤
」
と
は
、
巻
一
の
序

章
に
、
葛
原
親
王
の
御
子
「
高
見
ノ
王
、
無
官
無
位
ニ
シ
テ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、

父
忠
盛
ま
で
就
い
た
こ
と
の
無
か
っ
た
官
位
俸
禄
を
清
盛
が
越
え
た
と
し
て
「
九

代
の
先
蹤
」
が
記
さ
れ
る
訳
だ
か
ら
、
高
見
王
か
ら
高
望
王
・
国
香
・
貞
盛
・
維

衡
・
正
度
・
正
衡
・
正
盛
・
忠
盛
の
九
代
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

賞
）」（
永
暦
元
年
条
）。
　

〇
其
の
後
の
望
み
は
、龍
の
雲
に
登
る
よ
り
も
猶
早
し
。

官
位
俸
禄
九
代
の
孫
に
越
え
た
り 

近
似
本
文
を
記
す
の
は
、
以
下
の
諸
本
。

〈
延
〉「（
三
品
階
級
ニ
至
マ
デ
）
九
代
ノ
前
蹤
ヲ
ゾ
越
ラ
レ
ケ
ル
。
是
ヲ
ダ
ニ
ユ
ヽ

シ
キ
事
ト
思
シ
ニ
、
子
孫
ノ
昇
進
ハ
龍
ノ
雲
ニ
昇
ル
ヨ
リ
モ
猶
速
カ
ナ
リ
」（
二
四

ウ
）、〈
長
〉「（
三
品
階
級
に
い
た
る
ま
で
）
先
祖
を
ぞ
超
ら
れ
け
る
」、〈
盛
〉「（
三

品
ノ
階
級
ニ
至
ル
マ
デ
）
九
代
ノ
先
蹤
ヲ
越
カ
ク
栄
ヘ
ケ
ル
ヲ
ユ
ヽ
シ
キ
事
ト
思

シ
程
ニ
…
清
盛
、
我
身
ノ
栄
花
ヲ
キ
ハ
ム
ル
ノ
ミ
ニ
非
ズ
、
子
孫
ノ
繁
昌
ハ
龍
ノ

雲
ニ
昇
ル
ヨ
リ
モ
速
也
」（
1―
四
二
～
五
〇
頁
）、〈
覚
・
中
〉「
子
孫
の
官
途
も
、

竜
の
雲
に
昇
る
よ
り
は
、
猶
す
み
や
か
也
。
九
代
の
先
蹤
を
超
え
給
ふ
こ
そ
目
出

け
れ
」（〈
覚
〉
一
二
頁
）。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、〈
闘
〉
の
「
九
代
の
孫
に
越
え
た
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（
一
三

）

＊
柳
瀬
喜
代
志
「
禿
童
異
聞
考―

「
童
謡
」
と
平
清
盛
像
象
形
の
関
係―

」（
日
本
文
学
、
一
九
九
七
・
5
。『
日
中
古
典
文
学
論
考
』
汲
古
書
院
一
九
九
九
・
3
再
録
。
引

用
は
後
者
に
よ
る
）

（
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
度
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
奨
励
金
に
よ
る
成
果
の
一
つ
で
あ
る
）
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